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生きる場センターの花見

桜の木の下でおにぎりを食べました



テーマ：障害者の人権におけるバリアフリー年

１日目：①開会式

           ②講演会＆シンポジウム

　　　　　テーマ：「国の障害者差別解消法・富山県の県条例スタート！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私たちの生活はどう変わる？」

　　　　　日　時：２０１６年９月２４日（土）　PM１：３０～４：００

　　　　　規　模：１５０人

　　　　　会　場：サンシップとやまホール

　　　　　講　師：国関係者又はDPI

　　　　　シンポジスト：打診中

２日目：1．講演会＆シンポジウム

①誰でも住みよい「富山市のコンパクトシティー」構想について

　　　時期：２０１６年９月２５日（日）AM９：３０―１１：５０

　　　規模：５０人

　　　会場：サンシップとやま研修室（案）602／603／604号室

　　　講　師：調整中　他…

②「障害を持っている私が地域で生きること」

　　　時期：２０１６年９月２５日（日）AM９：３０―１１：５０

　　　規模：５０人

　　　会場：サンシップとやま研修室（案）

　　　講師：視覚障害・聴覚障害・身体障害・知的障害・精神障害の方々を予定

③閉会式

2．市内探索Aコース（市内環状線：セントラム）

…定員20名（介助者を含む）

西町周辺｛キラリ（ガラス美術館＆市立図書館）・池田屋安兵衛

商店（売薬　釣りバカ日誌のロケ地）・高志の国文学館（富山県

ゆかりの作家や作品を展示）

3．市内探索Bコース（ライトレール）

…定員20名（介助者を含む）

岩瀬周辺｛北前船廻船問屋森家（古い町並み）・岩瀬浜（日本海）等
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東海北陸車椅子市民集会（案）予告
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平成 27 年度相談実績 

相談延べ件数は、平成 26 年度と比較して障害者は

4371 件(99%)から 3942 件(93%)に減少、障害児は 56 件

(1%)から 75 件(7%)に増加しました。 

障害者は相談述べ件数は減少していますが相談者は

H27 年度より 41 名増加しています。減少の要因として

は相談述べ件数の計上の仕方の見直しによって軽微な

相談は取り上げないことになったためと考えられます。

障害児は、H27 年から計画相談の対象に加えられて関わ

るようになり相談人数も 7 名(10 歳未満 4 名、10 代 3

名)増加しました。 

身体障害の方を対象とした相談は 39%です。H26 年

度は全体の 48%でしたが、H27 年はさらに減少しまし

た。けれども相談者は 26 名増加し視覚障害・聴覚障

害・難病、中途障害の依頼が増えてきました。また、

知的障害や発達の方を対象とした相談は障害児の相

談が増加したため、知的は 4%発達は 2%増加していま

す。精神障害の方を対象とした相談は 31%です。H26

年は 18%だったため大幅に増加。特定の相談者による

電話対応が多いためと考えられます。少ないですが重

度心身障害者・児の相談も H27 年に 3 名ありました。 

事業所及び本人で 8割を占めています。H26 年と

比較すると本人からの相談は 14%増加しましたが、

事業所が 9%減少しました。児童の相談や知的障害

者の年金相談の関係で特別支援学校とのやり取り

が増加、スクールソーシャルワーカーからの相談

もありました。0%以下の相談経路はいくつかあり

ますがいろいろな関係機関等から相談が増えてい

ます。その他は主に成年後見人、ケアマネージャ

ー、訪問看護からでした。 
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H26 年までは電話相談が概ねを占めてい

ましたが、H27 年から集計の仕方を見直し

『電話』は本人・保護者や家族等とのやり

取りと FAX、『関係機関調整』で会議以外も

含めた関係 機関との電話のやり取りも計

上したため『関係機関調整』が増加しまし

た。 

H26 年と H27 年も福祉サービス利用に関

する相談が 6割強を占めております。 

 その他の支援内容は、他の障害者団体に

対して企画講演に関する情報・ノウハウの

提供や県内の中途障害者の退院支援で自立

生活体験室の利用、県外の重度心身障害の

入院患者の地域移行の相談、介護保険に関

する相談などがありました。 

【H27 年度を振り返って】 

 計画相談が始まって 3 年が経ち 4 年目に入り、最初の方でも触れましたが障害児の相談

が増え年齢層が 10歳未満から 70 代まで幅広く様々な出会いが増えている今日この頃です。

相談者は今で 150 名ほどになりました。障害者の方の相談では H27 年も中途障害の方や視

覚障害の方、難病の方からや他にも聴覚障害者・児、県内・外の重度心身障害者・児、精

神障害の方、身体障害だけでなく知的障害と精神障害と重複した障害の方の相談が増えた

と思います。また高齢化の親と障害者の本人さんを含めた家族支援で介護保険の分野にも

関わるケースが年々増加してきました。相談者だけでなくヘルパーなどの介護者も高齢化

していてこれからの介護者の確保は大きな課題になってくるのではと感じています。 

それから１名中途障害の方で入院中に自立生活体験室を利用し、買い物や調理を体験さ

れました。そしてその体験をもとにヘルパーやデイサービスを利用しながら１人暮らしを

されています。毎年相談者が増えていき、どうしても計画相談の書類作成にただただ追わ

れて相談者とは希薄な関係になりがちな部分がありますが、H27 年の入院中から関わらせて

頂いた方の支援では自立生活体験室の利用やリハビリの様子を視察したりなど本人さんと

密に接する機会ができて毎度こうやって１人ひとりと深く関わっていく支援ができればと

改めて思いました。（文責 八島） 
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　日頃から私たちの活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございま

す。今回の機関誌に会費納入用の振込用紙を同封させていただきまし

た。既にご入金いただいた方には失礼ご容赦ください。

　私達の活動もNPO法人となって16年目を迎えようとしています。今年

は「障害者差別解消法」の施行とそれに伴う富山県条例の制定があり、

今後、法制度がどのような影響を及ぼすのか。その行方を注視したいと

思っています。

　皆様のご協力、ご支援の程、宜しくお願い致します。（文責　田中）

　　

　５月２１日に県民会館にて２０１６年度の定例総会

を開催しました。当日は、決算･予算の話の他に、ス

ライドを使って最近の相談事業の特徴について説明

がありました。

　
　出席者から、会計についての意見や相談者との関わり方についてのアドバ

イスが出されました。

　最近の相談傾向については、具体的な議論にはなりませんでしたが、今後

の課題として介護保険制度と障害サービスの併用の問題、親亡き後の生活、

精神障害者の地域移行支援について等、いくつかの問題点が指摘されまし

た。（文責　田中）

　　

－５－
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　昨年度「読売光と愛の事業団」様より助成金をいただき、４種類のクリ
アファイルとパンダがころころ転がっていくイメージのボールペンを作製
しました。広く皆様に知っていただくため、生きる場センターではアース
ディとやま等のイベント会場での告知・販売をはじめとして、インターネ
ット上では手作り品を販売する「東急ハンズギャラリーマーケット」にも
出展させていただいております。
　現在、富山大学生協購買部様や文具の瀬戸大泉店様で取り扱っていただ
いております。また富山県生協・富山センター様（富山市金屋55）で7月2
日に開催されるフレッティ祭りの会場でも販売していただくこととなりま
した。ぼちぼちとではありますが、今までとは異なる販売経路を開拓し、
新たな関係作りが出来たらと思っています。売上だけが目的ではなく、商
品を通じて社会とのつながりを深める目的もあります。
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　生きる場センターには、絵が得
意な利用者がたくさんいるのです
が、商品化するノウハウが不足し
ているため苦労します。
　どんな商品にしたら良いのか。
プロのデザイナーや商品開発担当
者がいない分、みんなでワイワイ
言いながら試行錯誤の日々です。
　

H	H�H	



編集人：特定非営利活動法人
　　　　自立生活支援センター富山
連絡先：〒930-0024
　　　　富山市新川原町5-9
　　　　レジデンス新川原１Ｆ
　　　　tel　076-444-3753
　　　　fax　076-407-5557
郵便振替:00700-5-47253
　　　　自立生活支援センター富山
発行人：北陸障害者定期刊行物協会
　　　　富山市今泉312番地
定　価：90円
年間購読料：360円

－10－

 第三種郵便物承認　ＨＳＫ（遊ぼうよＮｏ．81）　通巻4321号　2016年6月8日発行

Ｈ
Ｓ
Ｋ
　
毎
月
十
二
回
（一
・
三
・五
・八
・十
・
十
三
・十
五
・
十
八
・二
十
・
二
十
三
・二
十
五
・二
十
八
日
）発
行

一
九
九
四
年
八
月
四
日
　
第
三
種
郵
便
物
承
認

＝
ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
言
＝

　
富
山
生
き
る
場
セ
ン
タ
ー
で
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
は
じ
め
ま
し
た
。
既
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ブ
ロ
グ
は
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
新
た
な
人
と
の
つ
な
が
り

を
求
め
て
試
験
的
に
や
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
て
使
い
分
け
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。

　
＊
　
＊
　
＊

　
現
在
、
生
き
る
場
セ
ン
タ
ー
は
定
員

十
五
名
に
対
し
て
現
員
十
一
名
、
新
規

利
用
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
障
害

者
関
連
の
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
電

話
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
田
中
）

　４月１５日に花見に行きました。
富山市中心部のソメイヨシノは散っ
てしまっていましたが、生きる場セ
ンター近くの公園は八重桜が見頃。
　他に誰もいない公園は独占状態で
す。持参したタケノコご飯のおにぎ
りを花の下で頬張って楽しいひとと
きとなりました。
（富山生きる場センター）
　

　５月１５日に富山県庁前公園で開催
された「アースディとやま２０１６」
に参加。G7環境大臣会合に合わせて、
自然環境をテーマに花や動物を書いた
絵はがき等を並べました。
　毎年のことながら、お客さんとの丁
々発止の会話が楽しみです。写真は計
算機を使っておつりを計算していると
ころです。（富山生きる場センター）




